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最近のパタゴニアの状況(風速計設置に関して) 
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2007年10月20日―29日、私はまたパタゴニアに向かう

ことになった。今回は私の本業であるパタゴニア産の舗

装用石材ポルフィリス斑岩の日本におけるユーザー（景

観設計士）3人を同行しての合計4人での旅行である。私

にはさらにもう一つの目的があった。それはアルゼンチ

ンに駐在している日本の会社、大使館の「長」だけが入

れるゴルフ会、オンブ会が第500回記念大会を挙行する

ので参加せよと招待を受けていたのである。ちなみに私

は1988年から1997年まで9年間ブエノスアイレスに駐在

した。10月23日第500回オンブ会記念大会に参加できた

上に、なんと現役の在アルゼンチン日本大使、永井慎也 

特命全権大使殿と一緒にプレーをする栄誉に預かったの

である。 

 

ということで3つも目的のある旅行であったが、その

最大の目的はもちろんパタゴニアに水素エネルギー協会

（HESS）の最新型風速計を持ち込むことである。パタ

ゴニアの風力水素に関しては、とにかく日本として行動

開始しなければならない、という太田会長殿の強い熱意

により実現したもので、さぞかしそのご心境は明治の終

わりに南極探検をした白瀬中尉のごときものであったと

私は思っている。日本として何らかの行動、実績を残し

ておかないとパタゴニアの風力も欧州，カナダ、アメリ

カの列強にとられてしまうというお考えがあったと思う。

事実最近のドイツの新聞には「パタゴニアの冷たい風が

ドイツの家庭の台所を暖める」という題で新聞記事が出

るなど特に欧州勢はそれをねらっている。太田会長殿の

強い愛国心になんとしてでも応えなければならないとい

うのがこの作業を担当した私の心境である。 

ということで同行した3人のランドスケープ設計士と

私と4人で、在日本アルゼンチン大使館査証済みの「Carta 

de Donacion」（贈呈レター）に記載されているような

風速計測器類を携行しました。大きなダンボール4個で

した。アルゼンチンという国は電子機器、コンピュータ

ーなど持ち込むとなんでも輸入税を５０％徴収する。こ

れを避けるために、日本の水素エネルギー協会（ＨＥＳ

Ｓ）がアルゼンチン水素協会（AAH）に無料で寄付する

という形をとったもの。この手紙を査証（ビザ）しても

らうまでの手続きが大変で、太田会長殿にはその署名の

ために何度もアルゼンチン大使館に足を運んでいただい

た。この苦労してもらった査証済手紙を持参して、ブエ

ノスアイレスのエセイサ空港に到着したら、日曜日なの

にちゃんと外務省から役人が来ていて、その手紙の原本

を検証しスムーズに無事無税で持ち込むことが出来た。

査証済みのレターと、向こうの外務省から受取った受取

証、アルゼンチン水素協会（AAH）の受取証を欄外に提

示した。 

アルゼンチン側にいわせると、すでに欧州製の風車が

数年前から稼動していてその記録が十分にあるのに、日

本勢は日本のやり方でこれから風況を調べるなどと何を

のんびりしたことをしているのか、という意見が多かっ

たが、欧州製の風車が最近になってどんどん壊れだし、

アルゼンチン側もやっと日本人のいうことを理解しだし

たようで、今回持ち込んだ風速計の現場への持込、設置

については、大いなる協力を得ることが出来た。機器類

はすでに設置予定地のサンタクルス州(キルチネル現大

統領－昨年10月当選―の出身地)、ピコトルンカド市にあ

るアルゼンチン水素協会の水素実験プラント内に保管さ

れており、ここから１５０メートル離れた現在は使われ

ていない50メートル高さの鉄塔に設置され2月末日には

稼動予定である。 
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今回持ち込んだ風速計は物理的に動く部分が全くない、

超音波を使ってその速度を測って3次元（X,Y,Z方向）の

風速、風向、温度がわかるという最新型のもので、風力

の強いパタゴニはうってつけのものである。比較検討を

するために旧式の風速計も並べて設置するようにしてあ

る。測定場所をもっとひろげて少なくともさらに2－3箇

所に日本製の最新型の風速計を設置する予定である。 

 

これまで3回に及ぶ水素エネルギー協会の調査で、パ 

タゴニアに吹く風の膨大な潜在エネルギーは証明されて 

おり、2030年の日本の水素自動車500万台（METIの推測）

で使用される水素は全量パタゴニアから輸出されるとい

う試算もできあがっている。 

 

このプロジェクトがアルゼンチンのために、日本のため

に、さらに世界の環境問題に寄与するために、このまま

進んでゆくことを心から希望して筆を置きたい。 

 

 

アルゼンチン大使館査証の贈呈書 
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アルゼンチン外務省の受領書とその日本語訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜外務省書簡翻訳＞ 

（アルゼンチン共和国）                                                                                                                                       2007年ー交通安全の年 

外務省国際貿易文化部                                                       

                                                          授与証明番号 １２８９/２００７ 

2007年10月21日、ブエノスアイレスにて、外務省国際貿易文化部連帯活動特別代理人、マリア アウロラ ドウアルデ ロマノ

技師，国家身分証明書番号04.545.608は、アルゼンチン共和国在日本大使館により査証された書簡に従い、水素エネルギー協会

（HESS)からサンタクルス州ピコトルンカドにあるアルゼンチン水素協会（AAH）に寄贈された商品の受渡しを行った。 

このとき（HESSの）代理人ホルヘ D. アコスタ氏、国家身分証明書番号11.824.005が立会い、（税関の）手続き番号12206－

15767－200に従い、（HESSにより）準備された寄贈商品を完全な形で受領した。 

関係者に渡すこの書簡を完全にし、合致していることを証明するために、同じ目的、内容の書簡4部に署名する。 

ホルヘ  ダニエル  アコスタ            マリア  アウロラ  ドウアルデ 

                        署名                 連帯活動特別代理人 署名 

（外務省の）住所                                （外務省の）電話番号 

                                                 FAX番号 
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アルゼンチン水素協会の受領書 
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